
北海道日高、十勝地方の一部に震度６強、
北海道、青森県、宮城県の太平洋沿岸の一部に震度６弱

検討対象地震

対象とする地震 地震動 津 波 備   考 

択捉島沖の地震 ○ ○  

色丹島沖の地震 ○ ○  

根室沖・釧路沖の地震 ○ ○  

十勝沖・釧路沖の地震 ○ ○ 地震動の震源は十勝沖のみ 

５００年間隔地震※  ○  

三陸沖北部の地震 ○ ○  

宮城県沖の地震 ○ ○ 津波の断層は陸側と海溝側の連動 

明治三陸地震  ○  

 

◎ 

◎ 

震 度

1択捉島沖の地震

色丹島沖の地震

根室沖・釧路沖の地震

十勝沖の地震

三陸沖北部の地震 宮城県沖の地震

震度の最大を重ね合わせた図◎は発生の切迫性が高いと考えられる地震

大きな地震が繰り返し発生している領域を対象に

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の強震動、津波について



●北海道の太平洋沿岸（十勝～根室）で発生する巨大地震

・直近のものは17 世紀初頭に発生
・津波の高さ10～15 m、 海岸から 2～3km以上陸域まで浸入
・約500年間隔で発生
（津波堆積物調査で、過去約6500年間に十数回の発生を確認）

●「５００年間隔地震」とは・・・

津 波

●500年間隔地震
北海道で５ｍ以上の津波
えりも町などでは１５ｍ以上

●明治三陸地震
三陸海岸全域で５ｍ以上
宮古市などでは２０ｍ以上

●宮城県沖地震（連動型）
岩手・宮城県で所々で
５ｍ以上
大船渡市などで１０ｍ以上

●津波は押し波から来る場合も
引き波から来る場合も

●１ｍを越える波は地震発生後
25分程度で到達

樽前山（１６６７）噴火のテフラ
有珠山（１６６３）噴火のテフラ

津波堆積物※

約500年間隔
で地震が発生

※珪藻遺骸分析により、
海水生種が 含まれている
堆積物であることを確認

東北 では明治三陸地震の津波が支配的
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北方四島

●三陸沖北部地震では第３波が最大



④最大避難者数

②津波避難意識の違い（夏１２時）

２．被害想定の概要

２－１．人的・物的被害

①最大建物被害・死者数について

１．被害想定の前提条件
①６タイプの地震動、８タイプの津波を想定

②３つのシーン（冬５時、夏１２時、冬１８時）を設定

→ 時刻別の滞留人口の違いや季節の違い

（路面凍結、積雪、火気使用状況等）を反映

③風速は３ｍ/ｓ（阪神・淡路大震災）と
１５ｍ/ｓ（関東大震災）

被害想定結果について

③冬期の被害拡大

建物被害 死者数

屋根の積雪 建物被害拡大

火気使用量の増大 火災被害の拡大

避難路の凍結 避難時間増大

（参考）避難所生活者数

阪神・淡路大震災：約３０万人

新潟県中越地震：約１０万人

死者数［人］

意識高い場合

意識低い場合

意識高い場合

意識低い場合

［明治三陸タイプ地震］

［５００年間隔地震］

２－２．経済被害（最大被害（冬１８時、風速１５m/s））

（参考）東海地震：約37兆円、東南海・南海地震：約57兆円、首都直下地震：約112兆円

［人］

夏

冬

冬

夏

焼失棟数［棟］

十勝沖・釧路沖の地震

十勝沖・釧路沖の地震

対象とする地震
①択捉島沖の地震

②色丹島沖の地震

③根室沖・釧路沖の地震

④十勝沖・釧路沖の地震

⑤５００年間隔地震

⑥三陸沖北部の地震

⑦宮城県沖の地震

⑧明治三陸タイプ地震

津波到達時間帯別の滞留人口

宮城県沖※

三陸沖北部

十勝沖・釧路沖

根室沖・釧路沖

約1兆3,000億円

約7,000億円

約1兆2,000億円

約2,700億円

夏

冬

揺れによる全壊棟数［棟］

５００年間隔地震（意識高い場合）

宮城県沖
三陸沖北部

十勝沖・釧路沖 根室沖・釧路沖

全壊棟数［棟］

500 1000 3000
［人］

・津波による人的被害が甚大

・冬期には火災による建物被害が大

0 500 1000 1500 2000

約1,200棟

約1,900棟

0

5 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

1 5 0 , 0 0 0

2 0 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

3 0 0 , 0 0 0

3 5 0 , 0 0 0

避難所
生活者

約21
万人

約33
万人

約27
万人

疎開者

約10
万人

約15
万人

約18
万人

約5
万人

約7万
5千人

※いずれも（冬１８時）（風速15m/s）

0 5000 10000 15000 20000 25000

宮城県沖

三陸沖北部

十勝沖・釧路沖

根室沖・釧路沖

色丹島沖

択捉島沖

明治三陸タイプ

500年間隔

約300棟

約700棟

約5,000棟

約8,900棟
約21,000棟

約19,000棟

約5,600棟

約9,400棟

揺れ
液状化
急傾斜地崩壊
津波
火災

0 ・・・・

約2,700人①

約880人②

約60人①

約80人①

約130人②

約300人③

約420人②

約290人①

①

②

⑤
⑥

⑧

③
④

⑦ 津波の検討対象

強震動の検討対象

津波および強震動の検討対象

津波到達時間帯別の滞留人口の分布

0-20分 20-30分 30-60分 60分以上

［人］

※宮城県沖の内訳

直接被害

約１兆円

間接被害

・被災地内

約2,300億円

建物・資産被害

約8,400億円

・被災地外

約780億円
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明治三陸
５００年間隔
（参考）東海

～日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震に関する専門調査会報告～

（参考）

ライフライン被害等

約1,600億円
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一世帯あたりの地域別暖房用エネルギー消費量（１９９７年）

（出所）住環境計画研究所「家庭用エネルギーハンドブック」 １９９９年

※（①冬５時，②夏１２時，③冬１８時）（風速15m/s）

（参考）
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約2,600人

約100人
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死者数［人］

約100人

約720人
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